
20白馬議会だより　130号　令和元年10月31日

身体と心の健康にサイクリング

令和元年10月31日発行 表紙写真説明は19ページに
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■決算認定
厳しい財政運営続く！
村債残高７０億３万円、基金繰り入れ1億8500万円 ……２p

■議会視察研修　　　
京都市に学ぶ宿泊税・城崎温泉の景観・
京丹後市のささえ合い交通…………………………………… 19p
　
■夢・私たちに。「わたしのひとこと」………………………… 20p

■ 村政を問う　一般質問 …………………10p

・シェアリングエコノミー活用の考えは ………11p

・水循環基本計画の策定の考えは ……………12p

・冬から通学バスの試験運転の実施を ………13p

・「オーバーツーリズム」の村の考えは………14p

・局の会員が減少し続けても税金投入か ……15p

・計画策定自体が目的化していないか ………16p

・人事異動期間が単年度であるが指針は ……17p

・職員の海外研修は ………………………………18p

９月１６日　霧降の宮
切久保諏訪神社の例大祭が開かれ、
神事「七道祭と尾花踊り」を奉納。

９月１６日　霧降の宮
切久保諏訪神社の例大祭が開かれ、
神事「七道祭と尾花踊り」を奉納。

きりふりきりふり

しちどうさいしちどうさい

あ

と

が

き

受け継ぐこと

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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平
成
の
中
頃
ま
で
、白
馬
の
秋
の

田
園
風
景
は
、多
く
の
農
家
の
人
た

ち
の
稲
刈
り
を
す
る
姿
で
し
た
。

近
年
は
荒
廃
農
地
が
目
立
ち
、

農
道
や
水
路
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
状
態
で
す
。

現
在
北
城
南
部
に
お
い
て
、
荒

廃
農
地
解
消
を
図
る
た
め
の
、ほ

場
区
画
整
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
土
地
利
用
型
農
業
へ
の

転
換
が
進
む
と
と
も
に
耕
作
放
棄

地
の
解
消
、担
い
手
へ
の
農
地
集

積
集
約
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
令

和
２
年
よ
り
４
年
間
に
わ
た
り
、

県
に
よ
る
ほ
場
整
備
事
業
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、農
業
と
観

光
の
街
、白
馬
に
ふ
さ
わ
し
い
姿

で
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
素
晴
ら
し
い
ほ
場
と
景
観
が
出

来
上
が
る
で
し
ょ
う
。
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稲刈り真っ最中

この文章を書いている今、我が家
は稲刈り真っ最中です。
私は13年前に米つくり農家の夫と
結婚しました。横浜で生まれ育ち農
業なんてやったこともなくて、結婚
前は、田植えが終わったら稲刈りま
で何もしなくても稲は育つと思って
いました。
夫に「田んぼは3町歩作っているん
だよ。」と言われてもその広さがわか
らず、農家はどこもこの位は作って
いるのだろうとしか思いませんでし
た。でも結婚後農業を手伝うように
なると、田んぼは、他の農家よりたく
さん作っていること。稲は、種蒔きか
ら田植え、稲刈りの間に色々な農作
業があって、お米を作るのは本当に
大変なんだということがわかりまし
た。
夫に「鎌使い上手くなったな！」と
言われなんだかうれしくて、今年も
新米が楽しみです！

高校を卒業してから10年間上京を
していました。この頃はとにかく田
舎が嫌で都会に憧れていた私は、当
然一度上京をして戻ることは考えま
せんでした。
しかし結果的に地元へと戻る事に。

家業である宿を継ぐため、あれほど嫌
だった地元に自ら進んで帰ってきた
のです。人間10年も経ち社会に出ると
考え方も変わるようで、自分で宿を経
営する事が如何に凄いか、少しずつ身
に染みてきました。そういう思いから
両親の始めた宿を残したいと、白馬へ
戻ることを決意したのです。
帰ってみると他にも感じる事があ

り、昔は嫌だった白馬の自然がとても
美しく思え、こんな環境で育った自分
は幸せだったのだなと、今更分かった
のです。きっと地元を一度出たからこ
そわかることでもあると思います。
私は、これからも白馬村の自然の
中で、家族と共に家業を守っていき
たいと思います。

冬のスキーシーズンが終わり、白
馬の5月から10月までの時期はサイ
クリングには最高の季節です。毎日
色が変わる山岳風景と田園風景に囲
まれてのサイクリングは、爽快で身
体の健康、心の健康に最適だと思い
ます。
私は中学生の頃から通学、通勤、旅
行などで長く自転車を利用していま
したのでどうやら今でも結構健脚の
ようです。現在69歳になり、今でも自
転車（ロードバイクやマウンテンバ
イク）を健康維持と趣味の両方で利
用しています。自転車は身体に優し
く、特にサイクリングで痛める身体
の部分もないのでとてもお勧めです。
近年、村内を通過する自転車がと
ても目立つようになりました。白馬
の素晴らしい山岳風景の中を沢山の
人に恒久的に楽しんでいただくため、
専用の設備をさらに充実していただ
きたいと思います。

深空　郷津　奈々山麓　荻原　主 みそら野　福島　哲
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村債残高70億３万円、基金  繰り入れ1億8500万円村債残高70億３万円、基金  繰り入れ1億8500万円
9月4日から開催  され、報告1件、議案16件及び決算認定6件を審議し、すべて
の案件を可決、認   定しました。また、請願、陳情は、9頁を参照。

【表1】決算収支状況                   （単位：千円）

区分 30年度
歳入総額 7,052,352
歳出総額 6,977,699
差引額 （形式収支） 74,653
翌年度へ繰り越すべき財源 10,331
実質収支 64,322
単年度収支 ▲48，960 
積立金 732
繰上償還金 0
積立金取崩額 185,000
実質単年度収支 ▲233,228 
※ 積立金及び積立金取崩額は、財政調整基金に

関する金額のみを計上

＊財政構造については、標準財政規模は34億

7,201万円で、前年度比1,740万円の減。平成30年

度末の財政調整基金残高(貯金）は6億4,773万円。

減債基金残高は2億1,699万円。

一般会計地方債残高（借金）は70億3万円、前年度

比11.2%の増。実質公債比率の３か年平均値は

9.9%、単年度数値では11.3％。将来負担比率は

65.4％で前年度比29.2ポイント増。増加した要因

は新規発行債による地方債残高の増と基金残高

の減による。

特別会計・事業会計の決算額
会計名 歳入 歳出 差額 決算の結果

国民健康保険特別会計 11億2084万円 10億8091万円 3992万円 全員賛成
後期高齢者医療特別会計 8963万円 8948万円 15万円 全員賛成

下水道事業特別会計 8億3663万円 8億2348万円 1315万円 全員賛成
農業集落排水事業特別会計 357万円 356万円 1万円 全員賛成

水道事業会計 3億1271万円 2億3804万円 7466万円 全員賛成

地方税
20.9%

繰入金
6.1%

寄附金 3.8％

繰越金等
5.4％

地方交付税
（普通）
22.7％地方交付税

（特交）
5.4％

地方債
17.7％

国庫支出金
6.9％

県支出金
3.8％

地方消費税
交付金等
4.1％

諸収入
3.4％

自主財源
39.5％依存財源

60.5％

歳 入
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総務費
19.4％

民生費
15.0％

衛生費
7.7％

公債費
8.3％

農林業費
2.5％

観光商工費
8.1％

土木費
14.9％

消防費
3.0％ 教育費

19.7％

災害復旧事業費
0.3％

議会費
1.1％

歳 出

村債残高70億３万円、基金  繰り入れ1億8500万円村債残高70億３万円、基金  繰り入れ1億8500万円
厳しい財政運営続く！厳しい財政運営続く！

令和元年度第三回
定 例 会

9月4日から開催  され、報告1件、議案16件及び決算認定6件を審議し、すべて
の案件を可決、認   定しました。また、請願、陳情は、9頁を参照。

【表2】歳入                                                （単位：千円）

区分 自・依 30年度 前年度比較
地方交付税 

（普通） 依 1,598,351 6,648

地方交付税 
（特別） 依 380,039 50,089

地方消費税交付
金 依 197,817 8,183

地方譲与税・そ
の他交付金等 依 96,529 ▲ 1,548

国庫支出金 依 487,198 1,904
県支出金 依 266,377 ▲ 10,235
地方債 依 1,250,365 249,014

依存財源合計 4,276,676 304,055
地方税 自 1,471,245 ▲ 11,858
使用料 自 103,568 2,097
寄附金 自 264,411 50,098
繰入金 自 430,977 64,690
諸収入 自 238,524 99,148
繰越金 等 自 266,951 90,700

自主財源合計 2,775,676 294,875
合計 7,052,352 598,930

＊歳入【表2】については、前年度比5億9,893万円増。

使い道が限定している地方創生推進事業等の特別地方

交付税5008万円、給食センター等の地方債2億4901万

円。寄付金は、ふるさと納税等の5009万円、基金からの

繰入金6469万円等増。固定資産税の評価替え等による

地方税1185万円減。

＊歳出【表3】の前年度比較は、教育費9億

3384万円の増加は、給食センターの建設、

南部グランド改修事業等。観光商工費1

億5752万円は、地方創世推進事業等。総

務費の1億4197万円は、ふるさと納税事

業・白馬高校支援事業等に伴うもの。

【表3】歳出（目的別）　　　　　　　　　    （単位：千円）
区分 30年度 前年度比

議会費 73,766 ▲1,495
総務費 1,356,993 141,970
民生費 1,045,110 ▲66,829
衛生費 537,898 ▲448,776
公債費 581,761 59,870
農林業費 171,546 ▲16,744
観光商工費 568,044 157,522
土木費 1,040,842 17,917
消防費 208,909 ▲23,924
教育費 1,371,518 933,847
災害復旧事業費 21,312 8,965

合計 6,977,699 762,323 



　　　　　

4白馬議会だより　130号　令和元年10月31日

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
事
業
交
付

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
事
業
交
付

税
措
置
は
５
年
間
継
続
か

税
措
置
は
５
年
間
継
続
か

 
総
務
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問
将
来
負
担
比
率
は
６
５
．４
％
だ
が
、

第
５
次
総
合
計
画
の
K
P
I
目
標

値
を
30
％
と
し
て
い
る
。倍
に
な
っ
て
い
る
が
。

答
県
に
相
談
し
た
が
問
題
な
い
と
の

こ
と
。将
来
負
担
比
率
は
、地
方
債

の
現
在
高
に
影
響
あ
る
数
値
で
あ
る
の
で
、

地
方
債
の
借
入
れ
に
は
気
を
付
け
た
い
。

問
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
関
係
に
つ
い
て
、ハ
ー

ド
事
業
も
地
方
交
付
税
の
措
置
と

な
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と
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ー
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業
交
付
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措
置

は
何
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か
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れ
は
５
年
間
継
続
さ
れ
る
か
。

答
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。元
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問
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
行
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ふ

る
さ
と
人
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く
り
」の
事
業
内
容
は
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答
法
人
か
ら
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０
０
万
円
の
寄
付
、村

費
２
０
０
万
円
を
支
出
し
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４
０
０
万
円
を
基
金
化
。法
人
よ
り
人
材
育

成
の
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あ
り
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馬
高
校
卒
業
者
の
奨

学
金
の
補
助
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徴
収
率
は
全
て
の
項
目
で
、前
年
度
よ
り

U
P
。

　

納
付
環
境
整
備
は
、平
成
27
年
か
ら
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
を
開
始
し
て
い
る
。コ
ン
ビ
ニ

収
納
、電
子
決
済
、窓
口
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
対

応
も
検
討
し
て
い
く
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農
地
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力
を

農
地
再
生
事
業
に
努
力
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

る
が
、耕
作
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能
９
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用
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難
１
５
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h
a
。

今
後
ど
う
し
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い
く
の
か
。
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２
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者
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ン
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地

指
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い
る
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今
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今
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在
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方
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問
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規
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そ
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で
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て
つ
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答
め
い
て
つ
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と
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い
。遠
く
ま
で
持
込
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困

難
と
い
う
み
そ
ら
野
区
の
考
え
も
あ
り
、今

後
も
推
進
し
て
い
き
た
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。集
積
所
の
あ
る

地
区
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も
小
規
模
ス
テ
ー
シ
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併
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す
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こ
と
も
考
え
て
い
る
。
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画
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業
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画
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業

日
本
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通
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社
か
ら
自
立
を

日
本
交
通
公
社
か
ら
自
立
を
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問
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光
地
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営
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会　

観
光
地
経
営
計
画
時
代
か
ら
日
本

交
通
公
社
を
使
っ
て
い
る
が
、な
ぜ
使
い
続

け
る
の
か
。ま
た
、か
な
り
の
費
用
を
か
け
て

い
る
が
。

答
観
光
地
経
営
計
画
は
策
定
段
階
か

ら
日
本
交
通
公
社
が
関
わ
っ
て
い

る
。策
定
過
程
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
、観

光
地
経
営
会
議
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

B
C
P
研
究
会
は
、日
本
交
通
公
社
か
ら
の

提
案
事
業
で
も
あ
り
、共
同
研
究
と
い
う
こ

と
で
進
め
て
い
る
。デ
ー
タ
不
足
や
精
査
不

足
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
部
分
で
、冬
期
、グ

リ
ー
ン
期
の
調
査
を
継
続
し
て
い
る
。

問
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
事
業
は
、未
来
投
資

促
進
法
に
基
づ
く
地
域
未
来
牽
引

企
業
が
地
元
の
索
道
２
社
だ
か
ら
認
め
た
。

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
白
馬
に
変
わ
っ
て
い
た
が
、

国
に
対
し
て
問
題
は
な
い
の
か
。

答
問
題
な
い
。企
業
誘
致
の
観
点
で
認

識
。

無
散
水
道
路
の
拡
大
は

無
散
水
道
路
の
拡
大
は

電
気
代
が
高
く
断
念

電
気
代
が
高
く
断
念

 

建
設
課 

問
八
方
集
落
内
の
新
設
道
路
は
、半
分

は
融
雪
で
半
分
は
融
雪
に
な
っ
て

な
い
。除
雪
や
雪
出
し
も
考
え
ら
れ
る
が
、

全
部
融
雪
道
路
に
し
た
場
合
と
の
比
較
は
。

答
電
気
料
と
除
雪
費
の
対
比
は
し
て

い
な
い
が
、無
散
水
施
設
の
パ
イ
プ

布
設
の
初
期
投
資
に
数
千
万
円
の
費
用
が
か

か
る
。か
つ
て
佐
野
坂
の
無
散
水
を
行
っ
た

が
、電
気
料
が
か
さ
ん
だ
経
過
を
踏
ま
え
、無

決
算
審
査

北尾根高原のグランピング

（単位：万円）
事業 北尾根 みみずく

30年度総事業費 13,035 12,614
　国交付金 3,000 2,500
　特別交付金 2,400 2,000
　村負担金 600 500
　事業者負担金 7,035 7,614

地方創生交付金事業
八方尾根開発（株）・北尾根高原グ
ランピング事業（株）スノーピー
ク白馬・みみずくの森拠点事業
（ハード事業部門）

          貴重な貴重な  村の予算は有効に 使われたか村の予算は有効に 使われたか  執行状況をチェック執行状況をチェック
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決
算
審
査

散
水
は
断
念
し
た
。

 

教
育
課 

問
児
童
生
徒
と
保
護
者
の
幅
広
い
相

談
を
行
っ
て
い
る
が
、相
談
員
２
人

で
対
応
で
き
て
い
る
の
か
。ま
た
、カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
費
用
は
。

答
県
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
、

３
名
で
何
と
か
対
応
で
き
て
い
る

状
況
。費
用
は
県
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
単
価
。

問
白
馬
北
小
学
校
北
校
舎
の
漏
水
改

修
工
事
費
４
２
１
万
２
千
円
の
工

事
に
対
し
て
、１
２
８
万
円
の
設
計
監
理
業

務
委
託
料
は
高
額
で
は
。

答
工
事
に
対
し
て
の
設
計
監
理
委
託

料
。

子
育
て
相
談
の
拡
充
を
進
め
て
い
る

子
育
て
相
談
の
拡
充
を
進
め
て
い
る

 

子
育
て
支
援
課 

問
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
委
員
２
名
に
相
談
は
あ
る
の
か
。

答
就
学
支
援
委
員
会
や
中
学
校
、高
校

と
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
る
。相
談

件
数
は
２
５
６
件
で
前
年
比
１
８
３
件
増
。

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
も
あ
る
の
で
仕
事

量
か
ら
す
る
と
負
担
は
大
き
い
。

問
要
保
護
児
童
対
策
で
は
虐
待
件
数

４
件
。予
算
と
そ
の
後
の
経
過
は
。

答
担
当
職
員
で
対
応
し
て
い
る
。昨
年

度
は
４
件
だ
が
、引
き
続
き
継
続
案

件
も
あ
り
、関
係
機
関
と
連
携
し
、対
応
。

 

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課 

問
各
種
ス
キ
ー
大
会
負
担
金
で
、全
日

本
ク
ラ
ス
の
大
会
に
地
元
負
担
金

を
な
ぜ
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
。

答
委
託
金
の
な
か
で
事
業
を
開
催
出

来
れ
ば
よ
い
が
、ス
ポ
ン
サ
ー
も
付

か
な
い
状
況
。長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技

施
設
が
あ
る
の
で
開
催
し
た
い
。長
野
県
ス

キ
ー
連
盟
に
も
負
担
は
求
め
て
い
る
が
、厳

し
い
状
況
。

問
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
観

光
資
源
活
用
は
。

答
建
物
の
修
理
は
ほ
ぼ
終
わ
り
、地
区
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

合
併
浄
化
槽
補
助
金
の
増
額
を

合
併
浄
化
槽
補
助
金
の
増
額
を

 

上
下
水
道
課 

　

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
は
、下
水
道

区
域
外
地
域
に
お
け
る
合
併
浄
化
槽
の
補

助
、31
基
と
説
明
。

 
反
対
討
論  

加
藤
亮
輔
議
員

 　

平
成
30
年
度
予
算
案
の
項
目
変
更
も
行

わ
ず
に
提
出
さ
れ
反
対
し
た
。12
月
議
会
で

は
議
員
及
び
特
別
職
、職
員
の
人
事
院
勧
告

に
も
反
対
。予
算
編
成
の
や
り
方
を
変
え
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
込
め
て
、反
対
。

 

賛
成
討
論 

丸
山
勇
太
郎
議
員 

　

積
極
的
な
賛
成
で
は
な
い
。決
算
は
使
っ
た
お

金
な
の
で
、反
対
し
て
も
し
よ
う
が
な
い
。使
い
方

が
正
し
い
か
、次
の
年
度
に
活
か
す
と
い
う
こ
と
で
、

監
査
的
な
意
味
で
決
算
審
査
が
あ
る
と
思
う
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
、

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●  

平
成
平
成
3030
年
度
白
馬
村
国
民
健
康
保
険
事

年
度
白
馬
村
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
が
村
か
ら
長
野
県
に
移
行
。不
能
欠
損

額
６
１
０
万
６
５
３
０
円
を
計
上
。

問
国
保
税
の
不
能
欠
損
の
人
数
は
。

答
国
保
税
の
不
納
欠
損
は
44
名　

外

国
人
が
大
半
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●  

平
成
平
成
3030
年
度
白
馬
村
後
期
高
齢
者
医
療

年
度
白
馬
村
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●  

平
成
平
成
3030
年
度
白
馬
村
下
水
道
事
業
特
別

年
度
白
馬
村
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

前
年
度
比
８
６
５
７
万
円
の
増
は
、汚
泥

脱
水
機・
監
視
制
御
設
備
の
更
新
工
事
に
よ

る
も
の
。

問
水
洗
化
率
を
あ
げ
る
た
め
の
施
策
は
。

ま
た
、法
律
で
下
水
道
区
域
に
な
っ

て
3
年
以
内
に
接
続
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
。

答
非
水
洗
化
の
家
庭
に
、通
知・個
別
訪

問
を
し
て
水
洗
化
率
を
あ
げ
た
い
。接
続
に

つ
い
て
は
、速
や
か
に
と
い
う
こ
と
で
、努
力

目
標
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●  

平
成
平
成
3030
年
度
白
馬
村
農
業
集
落
排
水
事

年
度
白
馬
村
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●  

平
成
平
成
3030
年
度
白
馬
村
水
道
事
業
会
計
歳

年
度
白
馬
村
水
道
事
業
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

入
歳
出
決
算
認
定

問
建
設
改
良
資
金
を
４
億
２
千
万
円

積
立
て
る
が
、使
途
は
。

答
詳
細
の
更
新
計
画
は
策
定
中
。耐
用

年
数
を
越
え
た
も
の
、重
要
な
路
線

は
幹
線
管
路
と
し
て
優
先
的
に
更
新
。水
道

事
業
は
き
び
し
い
と
思
わ
れ
、水
道
料
金
の

値
上
げ
も
さ
け
て
は
通
れ
な
い
と
思
う
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●  

平
成
平
成
3030
年
度
白
馬
村
水
道
事
業
会
計　

年
度
白
馬
村
水
道
事
業
会
計　

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
会
計
決
算
に
関
わ
る
議
案
で
、剰
余
金

７
６
４
３
万
５
９
３
４
円
の
う
ち
、７
０
０
０
万

を
建
設
改
良
積
立
金
と
し
て
積
立
て
る
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

建設中のスノーピーク白馬の
ショッピングモール

          貴重な貴重な  村の予算は有効に 使われたか村の予算は有効に 使われたか  執行状況をチェック執行状況をチェック
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幼児教育・保育の無償化に伴う条例改正３件幼児教育・保育の無償化に伴う条例改正３件
総
務
社
会
委
員
会

総
務
社
会
委
員
会

●●  

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

上
位
法
の
改
正
に
よ
り
来
年
４

月
よ
り
現
在
の
嘱
託
職
員・臨
時
職

員
が
、フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ

ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
な
る
。

問
経
費
削
減
の
た
め
か
嘱
託

職
員
を
増
や
し
て
き
た
が
、

職
員
は
減
ら
し
て
い
く
の
か
。

答
今
後
の
村
づ
く
り
に
は
職

員
は
重
要
。あ
る
程
度
継

続
的
に
職
員
を
採
用
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
、期
末
手
当
及
び
費

職
員
の
報
酬
、期
末
手
当
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
、期
末
手
当
及
び
費
用

弁
償
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

問
割
合
的
に
は
パ
ー
ト
タ
イ

ム
が
多
く
な
る
の
か
。

答
基
本
的
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム

任
用
に
な
る
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  

白
馬
村
副
村
長
定
数
条
例
の
一

白
馬
村
副
村
長
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

　

副
村
長
の
定
数
を
２
人
か
ら
１

人
に
改
め
る
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  

嘱
託
職
員
の
任
用
及
び
勤
務
条
件

嘱
託
職
員
の
任
用
及
び
勤
務
条
件

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

集
落
支
援
員
の
業
務
内
容
を
除

雪
、道
路
管
理
、ウ
イ
ン
グ
の
機
械

操
作
等
に
拡
大
し
、報
酬
上
限
を

30
万
に
改
め
る
。

▽ 
委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

一
部
改
正

　
幼
児
教
育・保
育
の
無
償
化
に
伴

う
改
正
。

　
保
育
料
が
無
償
化
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、こ
れ
ま
で
保
育
料
に
含
ま
れ
て

い
た
副
食
費
を
、新
た
に
徴
収
す
る
。

問
幼
稚
園
と
保
育
園
に
差
は
。

答
村
で
は
国
で
示
す
通
り
の

無
償
化
は
実
施
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  

白
馬
村
保
育
料
条
例
の
一
部
を

白
馬
村
保
育
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

改
正
す
る
条
例

　

幼
児
教
育・
保
育
の
無
償
化
に
伴

う
保
育
料
の
改
訂
と
、副
食
費
の
徴

収
金
額
を
定
め
る
た
め
の
改
正
。副

食
費
は
、４
，５
０
０
円
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
減
額
又
は
免
除
を
規
定
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  
休
日
保
育
及
び
一
時
保
育
の
実

休
日
保
育
及
び
一
時
保
育
の
実

施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

子
育
て
支
援
ル
ー
ム
で
実
施
し

て
い
る
一
時
預
か
り
事
業
に
つ
い

て
、上
限
を
定
め
て
無
償
化
を
図
る

た
め
の
改
正
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

５
７
６
２
万
８
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
６
４
億
２
６
４
７
万

２
千
円
と
す
る
。

 

総
務
課 

　

藤
本
副
村
長
の
退
任
に
よ
る
人

件
費
９
０
８
万
５
千
円
の
減
。今

後
の
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
費
用
を

計
上
。森
上
公
民
館
前
の
舗
装
費

用
に
２
２
１
万
１
千
円
。昭
和
55

年
の
ご
み
処
理
補
償
同
意
事
項
に

基
づ
き
最
終
的
に
残
っ
た
地
区
要

望
に
応
え
る
。

問
森
上
公
民
館
前
の
舗
装
は
、

40
年
以
上
前
の
約
束
が
な

ぜ
今
か
。

答
毎
年
同
じ
話
の
繰
り
返
し

は
止
め
て
、公
民
館
前
を

や
っ
て
一
区
切
り
と
す
る
と
い
う

こ
と
で
計
上
。過
去
の
書
面
に
関

し
て
今
後
予
算
化
は
し
な
い
。

 

子
育
て
支
援
課 

　

無
償
化
に
伴
う
幼
稚
園
と
支
援

ル
ー
ム
の
施
設
使
用
費
補
助
金

２
０
２
２
万
８
千
円
と
、副
食
費
の
免

除
分
補
助
金
８
４
万
３
千
円
を
計
上
。

 

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課 

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
の
売

却
収
入
２
０
０
万
円
。

 

健
康
福
祉
課 

　

健
康
カ
ル
テ
管
理
サ
ー
バ
ー
の

契
約
期
間
終
了
に
伴
う
更
新
電
算

委
託
料
１
８
３
万
６
千
円
の
増
額
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
補
正
予
算（
第

別
会
計
補
正
予
算（
第
22
号
）
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

６
７
９
万
１
千
円
を
追
加
し
、予
算

総
額
を
１
１
億
１
１
４
６
万
９
千

円
と
す
る
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  

請
願
第
４
号　
義
務
教
育
費
国

請
願
第
４
号　
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を

庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を

求
め
る
請
願
書

求
め
る
請
願
書

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
採
択
。

●●  

請
願
第
５
号　
「
へ
き
地
教
育

請
願
第
５
号　
「
へ
き
地
教
育

振
興
法
に
鑑
み
、へ
き
地
手
当

振
興
法
に
鑑
み
、へ
き
地
手
当

等
支
給
率
を
近
隣
県
並
み
の
水

等
支
給
率
を
近
隣
県
並
み
の
水

準
に
戻
す
こ
と
」を
長
野
県
知

準
に
戻
す
こ
と
」を
長
野
県
知

事
に
求
め
る
請
願
書

事
に
求
め
る
請
願
書

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
採
択
。

●●  

請
願
第
６
号　
国
の
責
任
に
よ

請
願
第
６
号　
国
の
責
任
に
よ

るる
3535
人
学
級
推
進
と
、教
育
予

人
学
級
推
進
と
、教
育
予

算
の
増
額
を
求
め
る
請
願
書

算
の
増
額
を
求
め
る
請
願
書

総
務
社
会

幼児教育・保育の無償化について：厚生労働省ＨＰより
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消費税増税に伴う条例改正２件消費税増税に伴う条例改正２件
●●  

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

改
正
す
る
条
例

　

土
地
の
売
買・
貸
付
け
は
非
課
税
だ

が
、１
ヶ
月
未
満
は
課
税
対
象
。占
用
期

間
が
１
ヶ
月
未
満
の
も
の
の
消
費
税
を

８
％
か
ら
10
％
に
変
更
す
る
も
の
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成

に
よ
り
可
決
。

●●  

公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

す
る
条
例

　
流
水
占
用
料
は
発
電
の
た
め
に
使
う

水
で
、消
費
税
８
％
が
10
％
に
な
る
も
の
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成

に
よ
り
可
決
。

●●  
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
22
号
）所
号
）所

管
事
項　

管
事
項　

 

農
政
課 

　
給
付
金
対
象
者
２
名
増
に
よ
る
青
年

就
農
給
付
金
交
付
事
業
１
７
６
万
５
千

円
の
増
額
等
。電
気
柵
補
助
金
申
請
の

増
に
よ
る
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

の
４
６
万
４
千
円
増
額
。

 

建
設
課 

　
内
示
額
決
定
に
よ
る
村
道
改
良
国
庫

補
助
事
業
の
９
０
１
万
９
千
円
を
減

額
。総
務
省
か
ら
の
起
債
額
減
の
指
示

に
よ
る
道
路
改
良
起
債
事
業
３
０
０
万

円
の
減
額
。雪
下
ろ
し
が
い
ら
な
い
住

宅
に
対
す
る
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事

業
に
１
０
９
万
１
千
円
の
増
額
。野
平・

菅
の
村
道
の
土
砂
流
出
災
害
復
旧
に

５
８
３
３
万
円
の
増
額
。

問
国
庫
補
助
事
業
の
減
額
を
請

負
事
業
者
へ
伝
え
る
の
か
。

答
４
月
に
内
示
が
あ
っ
た
段
階

で
発
注
を
抑
え
て
い
る
。発
注

し
た
も
の
を
減
額
す
る
も
の
で
は
な
い
。

 

観
光
課 

　

県
の
訪
中
事
業
２
名
分
の
旅
費
に

４
６
万
２
千
円
の
増
額
。白
馬
シ
ャ
ト

ル
実
施
分
を
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の

交
付
対
象
と
し
て
振
り
替
え
る
た
め
21

観
光
戦
略
事
業
６
５
０
万
円
の
減
額
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成

に
よ
り
可
決
。

●●  

農
業
集
落
排
水
施
設
の
設
置
及
び
管

農
業
集
落
排
水
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

消
費
税
率
の
改
定
に
伴
う
経
過
措

置
の
取
り
扱
い
を
定
め
る
た
め
、現
行

附
則
を
改
正
す
る
も
の
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成

に
よ
り
可
決
。

●●  

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
条
例

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

更
新
時
の
手
数
料
１
万
円
を
徴
収
、

水
道
料
金
で
旧
税
率
の
８
％
が
適
用
と

な
る
経
過
措
置
を
附
則
に
定
め
る
も
の
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成

に
よ
り
可
決
。

●●  

公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

す
る
条
例

　

消
費
税
率
改
定
の
経
過
措
置
の
取

り
扱
い
を
附
則
に
て
定
め
る
も
の
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成

に
よ
り
可
決
。

●●  

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

資
本
的
収
入
の
負
担
金
等
を

１
４
１
万
６
千
円
増
額
し
、資
本
的

支
出
の
建
設
改
良
費
を
１
３
２
万

円
増
額
。
未
収
金
の
金
額
を

３
１
３
６
万
６
千
円
に
、未
払
金
の
金

額
を
２
５
２
１
万
２
千
円
に
改
め
る

も
の
。負
担
金
等
は
区
域
外
流
入
分
担

金
３
件
分
で
、工
事
請
負
費
は
公
共
枡

設
置
２
箇
所
分
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成

に
よ
り
可
決
。

産
業
経
済

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の

賛
成
に
よ
り
採
択
。

●●  

陳
情
第

陳
情
第
1313
号　

私
立
高
校

号　

私
立
高
校

に
対
す
る
公
費
助
成
を
お

に
対
す
る
公
費
助
成
を
お

願
い
す
る
陳
情
書　

願
い
す
る
陳
情
書　

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の

賛
成
に
よ
り
採
択
。

●●  

陳
情
第

陳
情
第
1414
号　

ス
ク
ー
ル
バ

号　

ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
を
求
め
る
陳
情
書

ス
の
運
行
を
求
め
る
陳
情
書

　

北
小・
南
小
の
両
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
連
名
に
よ
る
陳
情
。子
供

た
ち
の
安
全
安
心
な
登
下
校
の

た
め
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

を
求
め
る
も
の
。

 

陳
情
者
へ
の
質
問 

問
場
合
に
よ
っ
て
は
保
護

者
の
負
担
が
増
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
。

答
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
加
え
各
地

区
の
校
外
指
導
員
と
公
募

も
交
え
て
の
意
見
交
換
を
す
る
。

 

質
疑 問

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
緊
急
性
が
あ

る
か
ら
陳
情
し
て
い
る
。

公
共
交
通
網
計
画
と
は
切
り
離
し

早
急
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
。

答
教
育
委
員
会
と
し
て
は

機
関
決
定
し
て
い
る
。

村
が
ス
ク
ー
ル
1
本
で
行
け
と

な
れ
ば
取
り
掛
か
る
が
、村
の

結
論
は
出
て
い
な
い
。

 

討
論 

・�Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
議
の
結
論
を
聞

い
た
中
で
意
見
交
換
す
れ
ば

よ
い
の
で
継
続
審
査
。

・�継
続
審
査
で
は
間
に
合
わ
な

い
。12
月
は
す
で
に
冬
期
。趣

旨
に
沿
う
な
ら
採
択
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
多
数
の

賛
成
に
よ
り
継
続
審
査
。

●●  
陳
情
第

陳
情
第
1515
号　
通
学
バ
ス
の

号　
通
学
バ
ス
の

運
行
と
、こ
の
冬
か
ら
の
試

運
行
と
、こ
の
冬
か
ら
の
試

験
運
行
に
関
す
る
陳
情
書

験
運
行
に
関
す
る
陳
情
書

　

会
で
は
近
隣
市
町
村
、落
倉
、

み
そ
ら
野
、め
い
て
つ
の
人
達

の
話
を
聞
い
た
。緊
急
性
の
あ

る
子
ど
も
達
の
た
め
に
冬
か
ら

の
試
験
運
行
を
願
う
。

 

質
問 問

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
ま
ず
出
し

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
て
陳
情
し
た
が
、

重
ね
て
出
し
て
き
た
理
由
は
。

答
重
ね
た
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、不
特
定
多
数
の

村
民
の
意
見
と
し
て
提
出
し
た
。

 

討
論 

・�今
回
２
つ
の
陳
情
が
で
た
。村

も
必
要
性
を
認
め
て
い
る
の

だ
か
ら
採
択
。

・�主
旨
は
同
じ
。も
う
少
し
精
査

し
た
い
の
で
継
続
審
査
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
多
数
の

賛
成
に
よ
り
継
続
審
査
。

野平・菅の土砂崩落

産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会



　　　　　

8白馬議会だより　130号　令和元年10月31日

議
決
結
果

認
定
第
１
号「
平
成
30
年
度
白
馬
村
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」

議
案
第
54
号　

工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

陳
情
第
15
号「
通
学
バ
ス
の
運
行
と
、こ
の

冬
か
ら
の
試
験
運
行
に
関
す
る
陳
情
書
」

陳
情
第
14
号「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を

求
め
る
陳
情
書
」

反
対
討
論

伊
藤
ま
ゆ
み 
議
員

Ｈ
30
年
の
一
般
会
計
予

算
、
村
長
他
特
別
職
の
給

与
改
正
等
の
引
き
上
げ
に

反
対
し
た
。
観
光
の
財
源

確
保
検
討
委
員
会
で
、
年

間
1.5
億
円
の
不
足
と
試
算
。

片
方
で
過
去
５
年
に
渡
り

議
員
を
含
め
た
報
酬
・
給

与
を
上
げ
続
け
て
い
る
。

説
明
責
任
も
果
た
し
て
お

ら
ず
、反
対
。

継
続
審
査
に
反
対
討
論

伊
藤
ま
ゆ
み 

議
員

議
員
を
し
て
い
て
、
つ

く
づ
く「
住
民
に
対
し
て

冷
た
い
村
だ
」と
思
う
。
住

民
が
前
向
き
で
幸
せ
な
生

活
が
で
き
る
、
そ
の
こ
と

が「
光
を
観
る
」
と
書
く

「
観
光
」に
繋
が
る
。
今
の

行
政
運
営
は
そ
こ
の「
そ

も
そ
も
の
と
こ
ろ
」
が
ず

れ
て
い
る
。

継
続
審
査
に
反
対
討
論

伊
藤
ま
ゆ
み 

議
員

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
期
間

延
長
運
転
な
ど
、
観
光
に

は
躊
躇
せ
ず
支
援
す
る
の

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
住
民

が
求
め
る
支
援
に
は
冷
た

い
。
親
の
負
担
を
軽
減
し

子
育
て
世
代
に
と
っ
て
住

み
よ
い
村
、
子
ど
も
た
ち

が「
帰
っ
て
来
た
い
村
」に

す
る
施
策
に
投
資
す
べ
き

で
、今
採
択
す
べ
き
。

 

質
疑 

丸
山
勇
太
郎 

議
員

問
30
の
行
政
区
が
あ
る
が
、提
案
書
に
屋

外
子
局
は
15
か
所
と
あ
る
。
能
力
を
上
げ

過
ぎ
て
巨
大
音
を
出
す
こ
と
は
問
題
で
は
。

請
負
金
額
の
大
幅
変
更
は
あ
る
の
か
。

答
最
新
技
術
で
近
く
の
音
量
は
抑
え
遠
く

に
音
を
届
け
る
。総
額
は
変
え
な
い
。

反
対
討
論 

丸
山
勇
太
郎 

議
員

有
事
の
際
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
で
情
報
を

届
け
る
基
本
は
屋
外
拡
声
子
局
で
あ
り
、

子
局
の
数
は
大
幅
に
見
直
し
を
か
け
る
必

要
が
あ
り
、
そ
う
な
れ
ば
請
負
金
額
は
大

き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
仕
様
の
見

直
し
と
金
額
の
精
査
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

反
対
。

賛
成
討
論 

津
滝
俊
幸 

議
員

本
契
約
は
、本
年
度
当
初
予
算
の
執
行

業
務
。

新
防
災
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
は
、広
域

消
防
と
の
連
動
、ス
マ
ホ
ア
プ
リ
へ
の
対

応
、一
斉
メ
ー
ル
配
信
、多
言
語
化
等
の

最
新
の
シ
ス
テ
ム
。

速
や
か
に
工
事
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
お
願
い
し
賛
成
。

件　　名 議決結果

損害賠償事件に係る損害賠償額の専決処分報告について 報告事項

フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の制定について

可決
賛成：全員

パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の制定について

白馬村副村長定数条例の一部を改正する条例について

白馬村嘱託職員の任用及び勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例について
白馬村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
について
白馬村保育料条例の一部を改正する条例について

白馬村休日保育及び一時保育の実施に関する条例の一部を改正する条例について

白馬村農業集落排水施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について

白馬村道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について

白馬村公共物管理条例の一部を改正する条例について

白馬村水道事業及び下水道事業条例の一部を改正する条例について

白馬村公共下水道条例の一部を改正する条例について

●● 3 月 定 例 会 　 議 決 結 果 ●●
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●● 請 願・陳 情 文 書 ●●

平成 30年度白馬村水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

可決
賛成：全員

令和元年度白馬村一般会計補正予算（第２号）

令和元年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）

令和元年度白馬村下水道事業補正予算（第２号）

平成 30年度白馬村一般会計歳入歳出決算認定について

承認
反対：伊藤

平成 30年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について

平成 30年度白馬村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

平成 30年度白馬村下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成 30年度白馬村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成 30年度水道事業会計決算認定について

追加議案

損害賠償事件に係る和解及び和解金の額を定めることについて 可決
賛成：全員

工事請負契約の締結について
可決

反対：太谷、
丸山、伊藤

令和元年度白馬村一般会計補正予算（第３号） 可決
賛成：全員

教育委員会委員の任命について 同意

発　　委

義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書

可決
賛成：全員

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を求める意見書

国の責任による 35人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書

私立高校への公費助成に関する意見書

提出者 住所 要　旨 審査結果

白馬村公立学校教職員組合
執行委員長　津野　尊 白馬村 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める

請願書
採択

賛成：全員

白馬村公立学校教職員組合
執行委員長　津野　尊 白馬村

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給
率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知
事に求める請願書

採択
賛成：全員

白馬村公立学校教職員組合
執行委員長　津野　尊 白馬村 国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の

増額を求める請願書
採択

賛成：全員

中信地区私学助成推進協議会　　
会長　山田　和男 松本市 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書 採択

賛成：全員

白馬北小学校 PTA会長
丸山　智彦　
白馬南小学校 PTA会長
林　理恵子

白馬村 スクールバスの運行を求める陳情書 継続審査
反対：伊藤

走れ村バスの会
石原　灝 白馬村 通学バスの運行と、この冬からの試験運行に関

する陳情書
継続審査
反対：伊藤
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１０月９日に開催された、村民と議会との意見交換会
テーマは「観光財源について」。①必要性・使途②運用の仕組み③在り方の３つを主にご意見をいただきました。詳しくは次号

でお伝えいたします。

一般質問一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

村村
 政 政をを問問うう

安全で活力ある
　村づくりをめざして

・シェアリングエコノミー活用の考えは… 11p
・水循環基本計画の策定の考えは………… 12p
・冬から通学バスの試験運転の実施を…… 13p
・「オーバーツーリズム」の村の考えは…… 14p

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は 1 問１答方式で、1 人
60 分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。臨場感ある本会議での傍聴
をお待ちしています。

臨場感ある本会議での傍聴を臨場感ある本会議での傍聴を
お待ちしています。お待ちしています。

質問内容
・局の会員が減少し続けても税金投入か… 15p
・計画策定自体が目的化していないか…… 16p
・人事異動期間が単年度であるが指針は… 17p
・職員の海外研修は………………………… 18p
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【
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
推
進
】

問
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
に
お
い
て
、公
助

か
ら
共
助
へ
と
い
う
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
概
念
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
行
政
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

補
完
、地
方
創
生
や
地
域

に
お
け
る
共
助
の
仕
組
み
の
充
実

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て

い
る
。自
治
体
と
し
て
も
取
り
組

む
べ
き
手
法
の
一
つ
と
考
え
る
。

問
総
務
省
で
は
、シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
活
用
推

進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。来
年

度
に
向
け
て
活
用
を
検
討
し
て
は
。

答
民
民
及
び
官
民
の
課
題

の
共
有
が
で
き
、１
つ
の
事
業

と
し
て
調
整
で
き
る
も
の
で
あ

れ
ば
活
用
も
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
。

問
平
成
29
年
度
ふ
る
さ
と

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業

で
整
備
さ
れ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
に

よ
る
し
ご
と
づ
く
り・ひ
と
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
推
進
の
取
り
組
み
は
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
の

ほ
か
、空
き
施
設
に
都
市

部
の
保
育
事
業
者
の
支
店
登
記
、

テ
ナ
ン
ト
利
用
に
つ
い
て
調
整

を
進
め
て
い
る
。ふ
る
さ
と
納

税
業
務
や
ス
キ
ー
場
業
務
等
、

子
供
を
預
け
な
が
ら
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
、都
市
部
と

の
注
２
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
ク
事
業
も

可
能
に
な
る
。テ
レ
ワ
ー
ク
に

関
し
て
は
、村
内
で
は
リ
ゾ
ー

ト
テ
レ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
や
事
業
所
も
い
る
。

官
民
が
連
携
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク

を
推
進
す
る
。

問
注
３
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
及
び

注
４
Ｉ
ｏ
Ｔ
人
材
育
成
の
考
え
と

取
り
組
み
は
。

答
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
活
用
は
行
政
で

も
叫
ば
れ
て
お
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
及

び
Ｉ
ｏ
Ｔ
も
め
ま
ぐ
る
し
く
進

化
し
、急
速
に
普
及
を
し
て
い

る
今
日
で
は
、対
応
で
き
る
職

員
が
必
要
。積
極
的
に
研
修
会

等
に
参
加
を
さ
せ
、対
応
が
で

き
る
職
員
を
育
て
た
い
。

問
デ
ジ
タ
ル
格
差
の
現
状

と
解
消
に
向
け
て
村
の

考
え
、具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
高
齢
者
や
操
作
が
苦
手

な
方
を
中
心
に
参
加
で

き
る
環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。情
報
を
活
用
す
る
創

造
的
能
力
と
し
て
情
報
機
器
な

ど
を
使
っ
て
収
集
し
た
情
報
を

整
理
・
活
用
す
る
な
ど
、利
用
向

上
に
つ
い
て
最
優
先
項
目
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

問
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
企
業
と

提
携
し
、地
域
課
題
を
解
決
に
取

り
組
む
自
治
体
も
増
え
て
い
る
。

川
上
村
で
２
０
１
６
年
の
８
月

か
ら
、東
京
の
パ
ー
ト
ナ
ー
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
と
い
う
会
社
と
連
携

協
定
を
締
結
。４
カ
月
後
に
は
、

村
の
女
性
の
自
己
実
現
の
た
め

の
時
間
を
創
造
す
る
試
み
と
し

て
家
事
や
子
守
、買
い
物
代
行
な

ど
を
地
域
住
民
に
頼
め
る
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
シ
ス
テ
ム「
メ
イ
ク
タ
イ
ム
」

を
実
証
実
験
と
し
て
共
同
開
発
。

国
内
に
お
い
て
自
治
体
主
導
で

運
営
さ
れ
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は

初
事
例
。
他
自
治
体
の
事
例
も

見
な
が
ら
、村
は
ど
う
す
れ
ば

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を

活
用
で
き
る
か
。

答
民
民
ま
た
は
官
民
そ
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
ど
の
よ

う
に
や
っ
て
い
く
の
か
が
難
し

い
気
は
し
て
い
る
。行
政
主
導

が
い
い
の
か
、逆
に
民
間
主
導

で
行
政
と
や
る
形
が
い
い
の
か
、

も
う
少
し
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

注
１
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
：
個

人
等
が
保
有
す
る
活
用
可
能
な
資
産

等（
ス
キ
ル
や
時
間
等
の
無
形
の
も

の
を
含
む
。）を
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
介
し
て
他
の
個
人
等
も
利
用
可

能
と
す
る
経
済
活
性
化
活
動
を
い
う
。

I
T
の
普
及
・
高
度
化
に
伴
い
、
空

き
部
屋
、会
議
室
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
や

衣
服
の
シ
ェ
ア
、家
事
代
行
、育
児
代

行
、イ
ラ
ス
ト
作
成
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
多
様
な
分
野
で
登
場
し
つ
つ
あ

り
、一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
や
地

方
創
生
の
実
現
な
ど
、超
少
子
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
我
が
国
の
諸
課
題

の
解
決
に
資
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

注
２
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
ク
：
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
仕
事
の

受
発
注
を
企
業
と
個
人
間
で
直
接
行

う
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。

注
３
Ｉ
Ｃ
Ｔ
：
情
報
・
通
信
に
関
す
る

技
術
の
総
称
。

注
４
Ｉ
ｏ
Ｔ
：
身
の
回
り
の
あ
ら
ゆ
る

モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が

る
仕
組
み
。

田中 麻乃 議員

注
１
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
活
用
の
考
え
は

答 問問
自
治
体
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
手
法
の
一
つ

自
治
体
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
手
法
の
一
つ

内閣官房シェアリングエコノミー促進室が出しているシェアリングエコノミー活用事
例集シェア・ニッポン１００。３７自治体の事例が紹介されている。目標は１００事例。
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【
白
馬
山
麓
地
下
水
の
利
活

用
】問

過
去
に
水
事
業
を
生
業

に
し
て
い
る
企
業
か
ら

の
進
出
の
話
は
。

答
現
在
1
企
業
が
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、そ
れ
以

外
は
無
い
。

問
白
馬
山
麓
一
帯
の
地
下

水
保
全
の
た
め
の
河
川

や
取
水
地
の
管
理
は
。

答
平
川
、松
川
等
の
一
級
河

川
の
流
水
は
国
の
許
可

が
必
要
。発
電
、農
業
用
水
の
利

用
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
使
用
。

但
し
、河
川
法
の
規
定
に
よ
り

河
川
管
理
者
が
行
っ
て
お
り
、

河
川
法
は
河
川
の
保
全
や
適
正

管
理
が
目
的
で
、地
下
水
の
管

理
ま
で
及
ば
な
い
。

問
白
馬
村
開
発
指
導
要
綱

よ
り
も
規
制
強
化
し
た

も
の
に
な
る
水
循
環
基
本
計
画

に
格
上
げ
の
考
え
は
。

答
白
馬
盆
地
の
地
下
水
賦

存
量
は
、地
下
浸
透
、水

田
浸
透
は
多
く
、現
時
点
で
は

取
水
に
対
す
る
浸
透
の
比
率
が

大
き
い
た
め
、水
不
足
な
ど
の

リ
ス
ク
は
少
な
い
。取
水
の
健

全
度
は
大
き
い
と
判
断
さ
れ
て

い
る
。基
本
計
画
を
策
定
す
る

予
定
は
な
い
。

問
国
内
の
山
林
地
籍
未
調

査
は
60
％
。
水
循
環
基

本
計
画
を
策
定
済
み
の
自
治
体

は
、国
、自
治
体
、事
業
者
、住
民

だ
け
で
な
く
、大
事
な
所
有
者

を
加
え
る
よ
う
要
望
。調
査
を

よ
り
簡
素
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

行
っ
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。

村
長
の
見
解
は
。

答
村
内
の
対
象
林
地
は

１
１
４
㎢
で
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
立
会
作
業
や
測
量
作
業

が
困
難
で
進
ん
で
い
な
い
。し

か
し
防
災
対
策
等
の
観
点
か
ら
、

国
が
進
め
て
い
る
空
中
写
真
測

量
や
航
空
レ
ザ
ー
測
量
技
術
を

用
い
て
広
域
的
な
土
地
境
界
情

報
を
整
理
し
、山
村
境
界
基
本

調
査
を
進
め
て
い
る
。こ
れ
ら

の
情
報
を
活
用
し
、困
難
な
作

業
を
省
略
出
来
る
。更
な
る
研

究
を
進
め
た
い
。

問
外
国
籍
の
土
地
所
有
者

が
転
売
等
で
所
有
者
変

更
に
な
り
、取
得
目
的
が
水
の

販
売
等
に
な
っ
た
場
合
の
規
制

は
。答

我
が
国
の
現
行
の
法
制

度
で
は
、有
効
な
規
制
は

難
し
い
。民
法
上
、日
本
の
土
地

所
有
権
は
不
可
侵
性
が
原
則
の

財
産
権
が
発
生
す
る
た
め
、外

国
籍
所
有
者
の
規
制
は
現
時
点

で
は
で
き
な
い
。一
方
、県
の
水

資
源
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
た

場
合
は
、土
地
に
関
す
る
権
利

の
移
転
の
届
け
出
に
よ
り
把
握

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。こ

の
指
定
に
つ
い
て
は
地
番
指
定

さ
れ
る
た
め
自
治
体
は
地
表
水
、

地
下
水
等
の
水
源
域
を
地
番
指

定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

答

問問 チャイルドケア
  の充実は
面会や相談、面会や相談、
 オンライン等の活用 オンライン等の活用

【
少
子
化
対
策
は
】

問
未
婚
者
対
策
は
。

答
北
ア
ル
プ
ス

連
携
自
立
圏

の
中
で
も
若
者
交
流

イ
ベ
ン
ト
等
が
あ
り
、

昨
年
度
は
大
町
市
と

の
連
携
で
１
４
８
名

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
商
工
会
等
で

も
積
極
的
に
開
催
さ

れ
て
い
る
。

問
チ
ャ
イ
ル
ド

ケ
ア
の
充
実

は
。答

妊
娠
期
の
健

診
費
用
の
助

成
、
歯
科
検
診
の
開

始
、産
後
ケ
ア
で
は
2

週
間
、1
か
月
後
の
産

後
健
診
の
医
療
機
関
へ
の
委
託
、

産
後
う
つ
の
ケ
ア
等
。支
援
ル
ー

ム
で
は
親
子
の
交
流
機
会
を
設

け
、保
健
師
や
保
育
士
の
頻
回

な
面
会
や
相
談
を
、小
児
科
医
、

産
婦
人
科
医
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
急
病
時
の
不
安
の
軽
減
等

に
務
め
て
い
る
。

太谷 修助 議員

水
循
環
基
本
計
画
の
策
定
の
考
え
は

答 問問
取
水
健
全
度
は
良
好
で
、策
定
予
定
は
な
い

取
水
健
全
度
は
良
好
で
、策
定
予
定
は
な
い

神秘的で自然豊かな湧水群を配する姫川源流。
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【
通
学
バ
ス
の
運
行
を
】

問
７
月
に
行
っ
た「
走
れ
村

バ
ス
の
会
」と
村
長
・
教

育
長
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、

来
年
度
か
ら
の
通
学
バ
ス
の
運

行
を
表
明
し
た
。そ
こ
で
具
体

的
に
聞
く
、①
通
学
バ
ス
の
運

行
実
施
日
。②
保
護
者
の
要
望

を
聞
く
場
の
設
置
。③
利
用
者

の
基
準
。④
停
留
場
所
。⑤
路
線

数
は
何
本
。⑥
高
校
生
の
乗
車
。

⑦
乗
車
料
金
。

答

�

教
育
長�

教
育
委
員
会
と

し
て
は
、計
画
で
定
め
た
、

既
存
路
線
バ
ス
の
活
用
、相
乗
り

タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
検
討
す
る

通
学
用
公
共
交
通
手
段
の
早
い

実
現
に
向
け
作
業
中
。ま
ず
は

小
学
生
を
対
象
に
利
用
児
童
数

の
把
握
や
ル
ー
ト
の
検
討
。
利

用
者
は
概
ね
３
km
以
上
。
停
留

所
は
集
団
登
校
の
集
合
場
所
を

基
本
に
、自
宅
か
ら
５
０
０
m

圏
内
で
安
全
第
一
。
無
料
等
協

議
。問

通
学
バ
ス
の
地
域
公
共

交
通
会
議
の
開
催
日
は

い
つ
か
。

答
現
在
は
、観
光
と
住
民
の

足
の
一
元
化
と
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し

て
使
用
可
能
か
等
議
論
。
通
学

バ
ス
の
み
で
公
共
交
通
会
議
に

は
か
る
こ
と
は
な
い
。

問
冬
か
ら
の
試
験
運
行
だ

が
、小
学
校
の
場
合
３
時

30
分
が
下
校
時
間
。め
い
て
つ

ま
で
歩
く
と
５
時
に
な
り
、真
っ

暗
だ
。早
急
な
解
決
が
必
要
だ

が
。答

こ
の
問
題
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
も
聞
い
て
い
る
。
今

月
下
旬
の
検
討
会
で
議
論
し
な

が
ら
進
め
る
。

答

問問 上田市の木彫百年展 
 を白馬でも開催を

展示会を見て、展示会を見て、
 村で何ができるか検討 村で何ができるか検討

【
木
彫
り
文
化
の
継
承
を
】

問
上
田
市
立
美
術
館
で
11

月
に
山
本
鼎
氏
が
始
め

た
農
民
美
術
運
動
と
児
童
自
由

画
教
育
運
動
１
０
０
年
展
が
開

催
。白
馬
の
作
家
の
作
品
も
多

数
展
示
、木
彫
り
文
化
を
発
信

す
る
内
容
。
木
彫
り
は
村
に

と
っ
て
も
大
事
な
文
化
だ
が
、

作
家
の
高
齢
化
が
進
み
継
承
が

厳
し
い
状
況
。上
田
市
終
了
後
、

白
馬
村
で
開
催
す
る
考
え
は
。

答
貴
重
品
の
管
理
、展
示
会

場
、警
備
等
を
含
め
簡
単

で
は
な
く
、考
え
て
い
な
い
。

問
今
回
は
１
０
０
年
と
い

う
記
念
の
節
目
だ
。
努

力
し
な
い
の
か
。

答
11
月
30
日
開
催
な
の
で
、

現
地
を
見
る
中
で
何
が
で
き
る

の
か
、問
題
点
を
検
討
し
た
い
。

答

問問 今冬季の
 国内延宿泊者の
  目標数は
スキー場利用者目標は、  スキー場利用者目標は、  
 100 万人の復活 100 万人の復活

【
消
費
税
10
％
増
額
に
伴

う
、
今
冬
の
国
内
宿
泊
者

の
減
少
対
策
は
】　

問
２
０
１
４
年
の
８
％
へ

の
増
税
時
、村
の
冬
期
間

比
較
で
は
、13
年
１
３
６
万
人

が
増
税
後
の
14
年
は 

１
２
０
万

人
、16
万
人
減
少
。今
冬
季
の
ス

キ
ー
宿
泊
者
減
少
対
策
は
。

答
国
の
平
準
化
対
策
を
期

待
。村
で
は
、ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
。

家
族
で
雪
に
触
れ
る
体
験
旅
行

の
提
案
と
情
報
発
信
の
強
化
。

問
昨
冬
季
国
内
延
宿
泊
者

は
何
名
か
。
ま
た
今
冬

季
の
国
内
延
宿
泊
者
の
目
標
設

定
数
は
。

答
県
観
光
地
利
用
者
統
計

調
査
結
果
で
は
、外
国
人

観
光
客
も
含
め
９
７
３
千
人
。

国
内
の
み
は
不
明
。今
冬
の
ス

キ
ー
場
利
用
者
数
の
目
標
は
、

１
０
０
万
人
。

問
箱
根
町
は
毎
年
H
P
で

宿
泊
者
数
、観
光
消
費
額

等
、実
態
調
査
報
告
書
を
掲
示
。

村
の
今
後
の
デ
ー
タ
づ
く
り
の

参
考
に
視
察
を
。

答

�

副
村
長�

詳
細
な
資
料

拝
見
し
た
。
興
味
が
あ

り
勉
強
し
た
い
。

加藤 亮輔 議員

冬
か
ら
通
学
バ
ス
の
試
験
運
転
の
実
施
を

答 問問
今
月
下
旬
の
検
討
会
で
議
論
を
進
め
る

今
月
下
旬
の
検
討
会
で
議
論
を
進
め
る

木彫り文化の再興を願い、「白馬・山とスキーの総合資料館」
が２０１４年に発行した冊子。

８年前、小林前議員も提案したが動かなかった。１００年を
節目に、今度こそ前へ。
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【
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
】

問
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

と
は
、増
え
す
ぎ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

弊
害
が
起
き
る
事
態
で
、世
界

の
観
光
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。村

の
見
解
は
。

答
地
域
を
取
り
巻
く
実
情

を
把
握
し
、国
・
県
の
提

供
す
る
情
報
に
照
ら
し
て
、想

定
さ
れ
る
問
題
事
象
と
対
応
策

を
洗
い
出
す
こ
と
が
重
要
。ま

た
、観
光
事
業
者
や
住
民
、学
識

経
験
者
な
ど
と
意
識
共
有
を
図

り
、発
生
へ
の
備
え
を
整
え
て

お
く
べ
き
。そ
の
際
に
は
、村
の

目
指
す
観
光
地
の
将
来
像
を
見

据
え
た
対
処
療
法
を
選
択
す
る

こ
と
が
大
切
。

問
観
光
地
経
営
計
画
に「
北

海
道
ニ
セ
コ
地
区
と
、共

通
の
課
題
解
決
に
向
け
た
連
携

体
制
を
構
築
す
る
」と
あ
る
が
、

現
在
の
状
況
は
。

答
参
考
に
す
べ
き
態
勢
が

数
多
く
整
備
さ
れ
た
地

域
で
、村
条
例
の
制
定
や
財
源

の
確
保
と
い
う
点
で
連
携
し
て

き
た
。今
後
は
、ニ
セ
コ
地
区
に

限
ら
ず
観
光
地
経
営
の
共
通
課

題
を
有
す
る
全
国
の
地
域
を
対

象
と
し
て
、随
時
連
携
を
模
索

し
て
い
く
。

問
行
政
が
制
御
で
き
る
範

囲
を
超
え
て
開
発
が
進

み
始
め
て
い
る
感
が
あ
る
が
、

認
識
と
対
策
は
。

答
建
築
基
準
法
に
基
づ
い

た
審
査
は
県
が
担
当
し

て
い
る
。大
規
模
開
発
に
つ
い

て
、村
は
建
築
確
認
の
前
段
で

あ
る
住
民
説
明
会
の
実
施
を
事

業
者
に
指
導
し
、事
前
協
議
書

提
出
、環
境
審
議
会
の
意
見
聴

取
、自
然
保
護
協
定
の
締
結
と

い
っ
た
手
順
で
、事
業
着
手
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。よ
っ

て
行
政
が
制
御
で
き
る
範
囲
を

超
え
て
い
な
い
。但
し
、景
観
行

政
に
関
し
て
は
、県
景
観
条
例

と
村
独
自
基
準
で
指
導
し
て
お

り
、令
和
２
年
度
中
に
は
、景
観

法
に
基
づ
い
た
景
観
行
政
団
体

移
行
を
目
指
し
て
い
る
。行
政

指
導
に
つ
い
て
は
、今
ま
で
以

上
に
拘
束
力
は
強
ま
る
。

答

問問「聖火リレー」
   の村の対応は　
白馬の魅力を全国白馬の魅力を全国
 に発信する に発信する

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
内

聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い
て
】

問
国
内
外
か
ら
誇
れ
る
場

所
と
の
理
由
か
ら
白
馬

村
ル
ー
ト
が
選
ば
れ
た
。多
く

の
村
民
と
共
に
白
馬
の
魅
力
を

国
内
外
に
発
信
す
る
い
い
機
会

で
あ
る
。イ
ベ
ン
ト
開
催
の
予

定
は
。

答
２
０
２
０
年
４
月
２
日

（
木
）白
馬
に
聖
火
到
着

を
祝
う
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
と

し
て
、当
時
の
感
動
と
現
在
の

白
馬
村
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
、将
来
に
語
り
継
が
れ
る
よ

う
な
聖
火
リ
レ
ー
に
し
た
い
。

�

答

問問 山小屋検討
 委員会の設置を
まずは関係者とのまずは関係者との
 協議 協議

【
山
岳
観
光
に
つ
い
て
】

問
村
営
白
馬
岳
頂
上
宿
舎

が
前
身
の
石
室
建
設
か

ら
１
０
０
年
が
経
と
う
と
し
て

い
る
。こ
の
機
会
に「
山
小
屋
経

営
在
り
方
検
討
委
員
会（
仮
称
）」

を
設
置
し
、今
後
の
指
針
を
示

す
考
え
は
。

答
「
頂
上
宿
舎
」は
、安
全
指

導
や
遭
難
対
策
・
救
助
と

い
っ
た
重
責
を
担
う
常
駐
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
、昭
和
医
大
の
診
療

所
、山
岳
環
境
保
全
の
た
め
の

グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活

動
拠
点
で
も
あ
る
。施
設
に
つ

い
て
は
設
備
の
老
朽
化
や
修
繕

を
要
す
る
箇
所
が
多
く
あ
る
現

状
で
も
あ
る
。今
後
の
見
通
し

つ
い
て
は
ま
ず
関
係
者
と
協
議

を
進
め
て
い
く
。

田中 榮一 議員

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
村
の
考
え
は
　

答 問問
発
生
へ
の
備
え
を
整
え
て
お
く
べ
き

発
生
へ
の
備
え
を
整
え
て
お
く
べ
き

現在の頂上宿舎、右下が１００年経とうとしている石室
（今年９月中旬撮影）

3ヵ月後に決定する主人を待つ副村長席
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3ヵ月後に決定する主人を待つ副村長席

【
観
光
局
】

問
平
成
27
年
に
行
な
っ
た

組
織
改
革
で
、
課
題
で

あ
っ
た
会
員
減
少
は
解
決
さ
れ

た
の
か
。

答
平
成
17
年
の
社
員
数
が

７
０
１
で
、10
年
間
で
減

少
幅
は
２
７
５
。本
年
度
の
社

員
数
は
３
９
９
で
、対
27
年
比

で
は
27
の
減
少
。減
少
幅
は
縮

小
だ
が
減
少
傾
向
。局
の
目
指

す
と
こ
ろ
は
全
て
の
観
光
事
業

者
の
会
員
組
織
で
、現
状
は
目

指
す
組
織
の
姿
と
は
ほ
ど
遠
い
。

問
会
員
減
少
の
理
由
を「
高

齢
化
」と
よ
く
答
弁
さ
れ

る
が
、ど
う
し
て
高
齢
化
に
な
っ

た
の
か
。

答
会
員
減
少
の
理
由
を
高

齢
化
だ
け
に
す
る
と
い

う
の
は
や
は
り
い
か
が
な
も
の

か
と
は
思
う
。私
た
ち
の
世
代

に
あ
っ
た
家
を
継
ぐ
と
い
う
義

務
感
が
、今
の
若
者
に
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。

問
地
元
が
や
っ
て
い
る
宿

泊
業
者
が
減
っ
て
も
、現

在
建
設
中
、あ
る
い
は
建
設
予

定
の
大
型
施
設
が
あ
れ
ば
ベ
ッ

ド
数
が
確
保
で
き
る
の
で
、こ

の
村
の
観
光
は
安
泰
と
の
考
え

か
。答

特
に
冬
は
予
約
を
し
よ

う
と
思
っ
て
も
、も
う

い
っ
ぱ
い
だ
と
い
う
現
状
。そ

ん
な
中
こ
れ
か
ら
宿
泊
施
設
が

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
。村
が

観
光
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は

新
た
な
投
資
も
必
要
で
、そ
う

い
っ
た
施
設
も
ど
う
し
て
も
必

要
。問

Ｆ
Ｗ
Ｔ
後
の
局
の
冬
の

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
。

答
全
世
界
的
に
盛
り
上
が

り
を
見
せ
る
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
の

ア
ジ
ア
の
中
心
地
と
し
て
、白

馬
が
日
本
の
ス
キ
ー
シ
ー
ン
を

牽
引
す
る
必
要
性
が
あ
る
。こ

れ
に
値
す
る
大
会
・
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、ま
た
は
誘
致
を
模
索

し
て
い
き
た
い
。

問
来
年
度
も
観
光
局
に
従

来
通
り
負
担
金
を
支
出

す
る
予
定
か
。

答
局
の
予
算
規
模
は

１
億
２
０
０
０
万
円
を

最
低
限
確
保
。
村
負
担
金
が

９
千
万
円
か
ら
１
億
円
、会
費

が
１
５
０
０
万
円
、事
業
収
入

が
１
０
０
０
万
円
と
課
題
解
決

検
討
委
員
会
か
ら
の
報
告
。来

年
度
も
負
担
金
を
支
出
。た
だ

し
、そ
の
額
は
局
の
事
業
計
画

に
応
じ
て
、村
と
当
初
予
算
編

成
の
中
で
決
定
。

問
今
後
会
員
数
が
減
っ
て

も
局
に
税
金
を
投
入
し

続
け
る
の
か
。

答
白
馬
が
観
光
で
で
き
て

い
る
以
上
は
ど
う
し
て

も
必
要
。全
国
、全
世
界
に
そ
う

い
っ
た
白
馬
を
P
R
す
る
の
は

村
の
使
命
。

答

問問 村長報酬を自主的に　　 
 減額する予定は

「考えていない」「考えていない」

【
財
源
、
給
与
・
報
酬
】

問
観
光
財
源
の
制
度
設
計

は
い
つ
ま
で
に
。

答
現
在
、課
題
に
対
す
る
調

査
研
究
を
実
施
。
課
題

が
整
理
さ
れ
方
向
性
が
見
え
た

段
階
で
示
す
。

問
過
去
５
年
に
わ
た
り
人

事
院
は
公
務
員
の
給
与

引
き
上
げ
を
勧
告
し
、そ
の
勧

告
に
基
づ
い
て
当
村
も
引
き
上

げ
て
来
た
。本
年
度
は
。

答
人
事
委
員
会
を
持
た
な

い
本
村
に
と
っ
て
、人
事

院
勧
告
は
尊
重
す
る
べ
き
も
の
。

問
昨
年
９
月
に
村
長
給
与

を
実
質
的
に
引
き
上
げ

た
が
、一
定
期
間・
一
定
額
を
再

度
附
則
に
て
自
主
的
に
減
額
す

る
予
定
は
。

答
長
野
県
内
の
同
規
模
町

村
の
平
均
給
料
月
額
と

す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
、そ
の
妥
当
性
が
示
さ

れ
た
。附
則
に
よ
る
減
額
は
考

え
て
い
な
い
。

伊藤 まゆみ 議員

局
の
会
員
が
減
少
し
続
け
て
も
税
金
投
入
か

答 問問
全
国
、全
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
の
は
村
の
使
命　

全
国
、全
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
の
は
村
の
使
命　

組織改革以降も減少する局会員数。
目指すところが「全ての観光事業者の会員組織」であるなら会員数のボトムを決め、そこに達したら血税投入はやめるべき。
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【
各
種
計
画
の
具
現
化
と
問

題
点
】

問
様
々
多
く
の
計
画
づ
く

り
に
決
し
て
少
な
く
は

な
い
予
算
を
投
入
し
て
い
る
が
、

関
連
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い

な
い
。計
画
策
定
自
体
が
目
的

化
し
て
い
な
い
か
。村
長
が
も

の
に
し
た
い
も
の
は
何
か
。

答
す
べ
て
が
必
要
と
の
思

い
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。順
位
づ
け
は
出
来
な
い
。

問
今
は
計
画
の
林
立
状
態
。

観
光
地
経
営
計
画
の
よ

う
な
総
花
的
な
計
画
に
た
い
そ

う
な
金
を
か
け
て
い
る
。そ
し

て
コ
ン
サ
ル
に
委
託
し
て
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て
と
い
う

ワ
ン
パ
タ
ー
ン
。金
を
か
け
て

も
結
論
は
出
さ
ず
個
別
の
実
行

計
画
を
職
員
が
作
る
の
で
あ
れ

ば
、最
初
か
ら
職
員
で
作
れ
ば

い
い
。立
地
適
正
化
計
画
は
総

務
課
で
発
案
し
て
建
設
課
に

振
っ
た
。こ
の
計
画
が
村
の
役

に
立
つ
の
か
。

答
目
的
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
。
居
住
誘
導
区

域
・
都
市
機
能
誘
導
区
域
な
ど

人
口
減
少
に
備
え
る
た
め
、集

約
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を

作
る
。

問
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
な
る

が
、観
光
施
設
等
立
地
誘

導
区
域
を
設
定
す
れ
ば
、計
画

を
作
る
意
味
合
い
が
出
て
く
る

が
。答

意
見
と
し
て
承
る
。

問
景
観
計
画
に
は
期
待
し

て
い
る
が
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
行
政
批
判
で
炎
上

し
た
と
聞
い
た
。持
続
可
能
な

観
光
地
に
し
て
い
く
た
め
に
は

ど
う
い
う
ル
ー
ル
を
作
る
べ
き

か
。答

自
分
の
主
張
に
終
始
す

る
方
も
確
か
に
い
る
。

景
観
は
色
々
な
視
点
か
ら
見
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。手
法
は
様
々

あ
る
が
村
が
採
用
し
た
方
法
で

粛
々
と
進
め
る
。

問
今
年
の
図
書
館
複
合
施

設
計
画
の
基
本
計
画
づ

く
り
は
議
会
や
村
民
に
見
え
な

い
。館
長
も
決
め
ず
コ
ン
セ
プ

ト
は
ど
う
す
る
の
か
。建
設
基

金
も
ゼ
ロ
だ
が
、な
ぜ
今
か
ら

で
も
基
金
を
募
ら
な
い
の
か
。

答
基
金
積
み
立
て
は
、来
年

度
か
ら
し
っ
か
り
積
ん

で
い
く
。

答

問問 駅前無電柱化修景
 事業はどうするのか
カラー舗装だけでカラー舗装だけで
 数千万円かかる 数千万円かかる

【
駅
前
無
電
柱
化
の
村
単
独

事
業
】

問
切
望
し
た
白
馬
駅
前
無

電
柱
化
事
業
は
、県
事
業

で
順
次
着
工
さ
れ
る
が
、そ
れ

に
応
え
る
修
景
整
備
は
村
が
単

独
事
業
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
知
っ
た
。ど
の
程

度
の
も
の
を
計
画
し
、予
算
の

工
面
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
県
か
ら
示
さ
れ
て
い
る

事
業
計
画

で
は
、
カ
ラ
ー
舗

装
を
行
う
場
合
、

そ
の
費
用
は
村
負

担
と
な
り
数
千
万

円
の
負
担
と
な
る
。

上
下
水
道
管
な
ど

の
埋
設
経
費
も
生

ず
る
の
で
、
今
後

詳
細
を
精
査
し
実

施
計
画
に
反
映
さ

せ
る
。

問
県
が
14
億

円
の
投
資

を
し
て
く
れ
る
。

し
か
し
県
道
の
街

路
樹
は
撤
去
。
国

道
の
街
灯
も
撤
去
。

も
し
村
負
担
で
修

景
を
や
ら
な
け
れ
ば
電
柱
は
取

れ
て
も
何
も
無
く
な
る
し
、何

も
変
ら
な
い
。舗
装
方
法
や
植

樹
帯
な
ど
一
流
の
デ
ザ
イ
ン
事

務
所
を
入
れ
て
早
急
に
計
画
を

す
べ
き
で
は
。

答
確
か
に
す
べ
て
が
県
で

は
な
い
。一
案
と
し
て
、

駅
前
整
備
検
討
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
い
る

の
で
技
術
提
案
を
し
て
も
ら
う
。

丸山 勇太郎 議員

計
画
策
定
自
体
が
目
的
化
し
て
い
な
い
か

答 問問
す
べ
て
が
必
要
と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

す
べ
て
が
必
要
と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

善光寺までの道路の無電柱化された歩道
修景による演出は観光地として欠かせない。
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【
人
事
管
理
と
職
員
等
の
採

用
】問

人
事
評
価
制
度
は
ど
の

程
度
の
反
映
か
。

答
制
度
導
入
に
よ
り
課
長

は
年
度
目
標
を
職
員
に

明
示
し
、個
人
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

目
標
を
設
定
。良
好
な
結
果
を

得
る
努
力
を
し「
業
績
・
態
度
姿

勢
・
発
揮
能
力
」の
３
評
価
。業

績
は
個
人
目
標
、態
度
姿
勢
は

５
項
目
、発
揮
能
力
は
４
項
目

で
被
評
価
者
へ
開
示
。任
用
や

職
員
配
置
に
は
参
考
と
し
、人

事
管
理
の
す
べ
て
に
反
映
し
て

い
な
い
。

問
異
動
期
間
が
1
年
単
位

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、異

動
指
針
は
。

答
特
に「
指
針
」は
な
い
。同

一
の
課
に
３
・
４
年
在
籍

す
る
と
異
動
の
内
規
的
な
基
準

は
あ
る
。
管
理
職
は
過
去
の
実

績
を
重
視
し
、職
員
に
於
い
て

も
1
年
単
位
で
の
異
動
は
極
力

避
け
、適
材
適
所
と
人
事
評
価

を
参
考
に
人
事
異
動
を
実
施
。

問
職
員
等
の
採
用
に
関
し

て
は
、公
平
公
正
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
採
用
指
針
は
。

答
法
律
等
に
基
づ
く
公
平

公
正
な
事
務
の
執
行
は

大
前
提
。
年
齢
構
成
上
人
員
が

少
な
い
年
代
が
存
在
し
、任
用

に
お
い
て
苦
慮
し
て
い
る
の
が

現
実
で
、将
来
を
見
据
え
、事
務

職
に
つ
い
て
は
毎
年
採
用
し
社

会
人
経
験
枠
の
設
定
等
工
夫
を

し
な
が
ら
優
秀
な
人
材
確
保
に

努
め
て
い
る
。

問
白
馬
高
校
の
男
子
寮
臨

時
職
員
採
用
に
関
し
て
、

当
時
者
よ
り「
労
働
あ
っ
せ
ん
」

を
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、

経
過
と
今
後
の
対
応
は
。

答
採
用
決
定
前
に
応
募
者

に
対
し
て
4
月
の
勤
務

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
結
果
不

採
用
と
な
り
、長
野
労
働
局
に

あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
が
さ
れ
た
。

行
政
と
し
て
違
法
な
手
続
き
は

な
い
。採
用
と
捉
え
ら
れ
か
ね

な
い
行
為
が
あ
り
、一
定
の
非

が
あ
っ
た
。あ
っ
せ
ん
で
解
決

を
図
り
た
い
。　

問
山
麓
組
合
議
会
の
説
明

で
は
、採
用
に
不
備
が
あ

り
管
理
者
が
不
適
格
と
判
断
し

た
。不
適
格
と
し
た
理
由
が
不

透
明
で
、不
採
用
と
す
る
不
備

と
は
何
か
。不
備
と
不
適
格
と

は
問
題
が
違
う
。不
適
格
と
し

た
判
断
基
準
は
。

答
現
在
未
解
決
の
案
件
で

内
容
に
つ
い
て
の
答
弁

は
差
し
控
え
た
い
。

問
白
馬
山
麓
事
務
組
合
の

庶
務
規
則
第
7
条
に
、臨

時
職
員
の
雇
用
は
、副
村
長
の

専
決
事
項
と
明
確
化
さ
れ
て
い

る
。副
村
長
は
ど
の
よ
う
な
決

裁
行
為
を
実
施
し
た
の
か
。ま

た
第
6
条
で
は
職
員
の
雇
用
は

村
長
決
裁
と
あ
る
。

答
庶
務
規
則
は
確
認
し
た
。

間
違
い
な
い
よ
う
に
と

管
理
者
で
あ
る
村
長
ま
で
決
裁

を
上
げ
た
。正
し
い
と
思
っ
て

い
る
。

答

問問 村有地の
 貸付件数と価格は
行政区へ防犯灯設置等  　　行政区へ防犯灯設置等  　　
　に無償貸付 17 件　　　に無償貸付 17 件　　

【
公
有
財
産
の
管
理
】

問
村
有
地
の
貸
付

件
数
と
、
価
格

は
。答

行
政
区
へ
防
犯

灯
設
置
、憩
い
の

場
と
し
て
無
償
に
よ
る

貸
付
け
17
件
。　

問
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

建
設
予
定
地
、権
利
関
係

の
進
捗
状
況
と
解
決
の
見
通
し

は
。答

10
月
中
に
白
馬
山
麓
事

務
組
合
他
11
名
が
提
起

さ
れ
た
裁
判
も
終
了
す
る
見
込

み
。登
記
関
係
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
れ
ば
、今
年
度
内
に
完
了

で
き
、清
掃
セ
ン
タ
ー
の
解
体

撤
去
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

建
設
も
次
年
度
に
整
備
が
さ
れ

る
よ
う
調
整
予
定
。

横田 孝穂 議員

人
事
異
動
期
間
が
単
年
度
で
あ
る
が
指
針
は

答 問問
異
動
指
針
は
特
に
な
い　

異
動
指
針
は
特
に
な
い　

公有財産であるウイング21高屋根雨漏りの修繕工事１億1千万円
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【
職
員
の
採
用
と
人
材
育

成
】問

職
員
募
集
と
採
用
状
況

は
。

答
近
年
、採
用
予
定
数
ま
で

集
ま
ら
な
い
状
況
で
、特

に
村
内
か
ら
の
応
募
や
採
用
者

は
無
い
。本
年
は
早
め
の
募
集

を
行
い
、一
般
事
務
で
25
人
の

応
募
が
あ
っ
た
。今
後
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
利
用
な
ど
積
極

的
に
周
知
に
努
め
る
。

問
将
来
へ
必
要
と
さ
れ
る

人
数
や
人
材
は
。

答
早
期
退
職
な
ど
定
数
管

理
が
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
。働
き
方
改
革
に
基
づ
き
、働

き
や
す
い
職
場
環
境
に
努
め
て

い
る
。必
要
な
人
材
は
、村
民
の

立
場
に
た
っ
て
行
動
、効
率
性

を
意
識
し
た
経
営
感
覚
、村
民

に
信
頼
さ
れ
豊
か
な
人
間
性
、

新
た
な
課
題
に
挑
戦
す
る
人
。

問
専
門
職
や
技
術
職
が
不

足
し
て
い
る
が
。

答
承
知
し
て
い
る
。
保
育

士
、水
道
技
術
管
理
者
な

ど
今
後
必
要
と
思
わ
れ
る
専
門

職
を
随
時
補
充
。

問
新
規
採
用
者
、キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
な
ど
の
研
修
は
。

答
基
本
的
な
研
修
は
も
と

よ
り
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
や
そ
の
部
署
に
お
け
る
専
門

的
研
修
を
受
講
。ま
た
、地
域
の

文
化
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
手

伝
い
な
ど
地
域
と
関
わ
り
の
あ

る
こ
と
に
も
積
極
的
な
参
加
を

促
し
て
い
る
。

問
猛
暑
の
中
で
仕
事
を
し

て
い
る
職
員
の
士
気
を

上
げ
る
為
に
、庁
舎
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

答
来
年
度
の
予
算
で
前
向

き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

問
職
員
の
海
外
研
修
の
考

え
は

答
必
要
と
考
え
て
い
る

答

問問 担い手だけで、
 農地と農業は守れるか
安泰だとは安泰だとは
　思っていない　思っていない

【
農
業
振
興
に
つ
い
て
】

問
将
来
の
担
い
手
不
足
や

農
地
の
維
持
に
つ
い
て

は
。答

農
地
を
担
い
手
へ
の
利

用
集
積（
現
在
集
積
率

80
％
越
え
）を
更
に
進
め
、規
模

拡
大
に
よ
る
経
営
の
安
定
化
や

ほ
場
整
備
に
よ
る
農
地
の
利
便

性
の
向
上
な
ど
耕
作
放
棄
地
と

な
ら
な
い
よ
う
取
組
む
。ま
た
、

米
以
外
の
農
作
物
を
取
入
れ
た

複
合
経
営
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く

よ
う
推
進
。担
い
手
は
個
人
で

23
名
、法
人
で
６
社
認
定
。

問
農
業
委
員
会
の
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
耕
作

放
棄
地
対
策
は
。

答
農
家
基
本
台
帳
の
デ
ー

タ
整
理
や
農
地
の
利
用

促
進
強
化
の
た
め
の
所
有
者
と

耕
作
者
の
マ
ッ
チ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
。問

北
城
中
部
地
区
ほ
場
整

備
は
。

答
土
砂
利
採
取
に
よ
り
㈱

マ
テ
リ
ア
ル
白
馬
が

馬ま
ぐ
ろ畔
地
籍
の
農
地
を
区
画
整

備
。問

小
水
力
発
電
の
売

電
積
立
金
の
使
途

は
。答

余
剰
金
を
土
地
改

良
に
使
用
す
る
予

定
だ
っ
た
が
、会
計
検
査

院
等
よ
り
指
摘
さ
れ
、新

た
な
会
計
基
準
で
は
、積

立
金
は
将
来
の
発
電
施
設

の
更
新
に
利
用
す
る
も
の

以
外
の
農
業
用
水
路
や
揚

水
ポ
ン
プ
更
新
に
あ
て
る

こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

よ
っ
て
農
業
振
興
の
施
設

整
備
に
つ
い
て
は
財
政
的

に
厳
し
い
状
況
。

問
村
農
政
課
の
H
P
の
掲

載
内
容
が
不
十
分
。

答
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で

乏
し
い
内
容
。
今
後
充

実
し
た
内
容
を
掲
載
し
て
い
き

た
い
。

問
特
産
品
開
発
の
作
付
面

積
増
加
状
況
、並
び
に
白

馬
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
内
容
は
。

答
徐
々
に
増
加
。
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
米
を
掲

載
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
反
省
。

具
体
的
に
は
減
農
薬
栽
培
の
推

進
な
ど
。

津滝 俊幸 議員

職
員
の
海
外
研
修
は

答 問問
必
要
と
考
え
て
い
る

必
要
と
考
え
て
い
る

実りの秋迎え、白馬の農業支える担い手による大型コンバインでの
収穫作業。
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視
察
の
主
目
的
と
し
て
、新
し
い
観
光
財

源
検
討
の
有
力
方
策
と
さ
れ
る
宿
泊
税
。
先

行
実
施
し
て
い
る
京
都
市
の
税
制
課
を
訪
問
。

入
洛
者
数
は
３
年
連
続
５
５
０
０
万
人
、

宿
泊
者
数
は
２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
。
し

か
し
大
半
は
所
得
税
な
ど
国
税
に
回
り
、市

の
税
収
は
伸
び
ず
、さ
ら
に
、固
定
資
産
税
・

個
人
市
民
税
な
ど
の
落
込
や
、入
込
客
の
増

加
に
よ
る
、受
入
環
境
整
備
や
交
通
渋
滞
対

策
が
急
務
で
あ
っ
た
。

検
討
委
員
会
で
約
1
年
に
わ
た
る
議
論
の

中
で
、関
係
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
の
意
見
も
踏
ま
え
、宿
泊
税

の
創
設
を
提
案
す
る
答
申
を
取
り
ま
と
め
、

平
成
29
年
８
月
に
市
に
答
申
を
提
出
。

そ
の
後
、答
申
を
受
け
、市
は
具
体
的
な
制

度
設
計
を
行
い
、平
成
29
年
９
月
市
議
会
に

京
都
市
宿
泊
税
条
例
案
を
提
案
。
審
議
の
結

果
、同
年
11
月
２
日
に
議
決
さ
れ
た
。
市
議
会

は
付
帯
決
議

を
つ
け
、
１

年
６
カ
月

後
の
検
証
を

約
束
。
当
議

会
と
し
て
も

し
っ
か
り
議

論
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

と
感
じ
た
。

研
修
・
委
員
会
掲
示
板
・
交
流
会

令和元年度議会視察研修 令和元年度議会視察研修 （7月16日〜18日）（7月16日〜18日）

宿泊税運用から実のある話を伺う。

宿
泊
税
に
関
す
る
決
意
書
署
名
の
４
２
１

軒
は
82
％
、こ
の
数
字
を
ど
う
見
て
い
る
？

ま
た
、み
み
ず
く
の
森
、白
馬
ス
ノ
ー
ピ
ー

ク
社
の
商
業
施
設
に
関
し
て
概
要
と
経
済

効
果
、既
存
の
商
工
業
者
の
不
安
解
消
の
懇

談
。
10
月
４
日
に
開
催
。

公
共
交
通
網
形
成
計
画（
以
下「
網
計

画
」）と
の
整
合
性
。
教
育
委
員
会
で
は
運

行
を
考
え
て
い
る
が
、網
計
画
で
は
既
存
路

線
バ
ス
へ
の
混
乗
や
、観
光
・
生
活
交
通
兼

ね
て
の
統
合
運
行
を
謳
っ
て
お
り
、網
計
画

の
存
在
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
単
独
実
施
を
阻

ん
で
い
る
。
議
会
は
継
続
審
査
と
し
た
。

京都市に学ぶ宿泊税・城崎温泉の景観・京丹後市のささえ合い交通京都市に学ぶ宿泊税・城崎温泉の景観・京丹後市のささえ合い交通

ご意見を
お寄せください。
85-0725（直通）

72-7001（ファックス）

                  委員会も傍聴できます 　
次の定例会は　12月　　本会議はユーテレ白馬でご覧いただけます

むらの未来が見える
9月定例会の傍聴者延べ 26名

（本会議 19名）

表紙の写真説明
　七道祭は猿田彦命、大獅子等人の持つ７つの煩悩を表
したと言われる面を着け薙鎌を持った氏子を先頭に本殿
から神社入口にある弟

おと
の木に関係者一同が拝礼する神事。

一行は参道の見物客をお払いしながら歩き、観衆はご利
益にあやかろうと神妙な面持ちで両手を合わせていた。

10月3日　大北五市町村議会議員研修会
「マレットゴルフ交流」

9月26日　小谷村白馬村議員研修会　岩岳地
区のグリーンシーズンの取組みを視察

7月12日　糸魚川市・小谷村・白馬村三市村
議員研修会　共働学舎の取組みを学ぶ

白馬商工会との懇談白馬商工会との懇談
産業経済委員会

スクールバス陳情と公共交通網形成計画スクールバス陳情と公共交通網形成計画
総務社会委員会

子ども達の安心安全な登下校を望む
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身体と心の健康にサイクリング

令和元年10月31日発行 表紙写真説明は19ページに

130

■決算認定
厳しい財政運営続く！
村債残高７０億３万円、基金繰り入れ1億8500万円 ……２p

■議会視察研修　　　
京都市に学ぶ宿泊税・城崎温泉の景観・
京丹後市のささえ合い交通…………………………………… 19p
　
■夢・私たちに。「わたしのひとこと」………………………… 20p

■ 村政を問う　一般質問 …………………10p

・シェアリングエコノミー活用の考えは ………11p

・水循環基本計画の策定の考えは ……………12p

・冬から通学バスの試験運転の実施を ………13p

・「オーバーツーリズム」の村の考えは………14p

・局の会員が減少し続けても税金投入か ……15p

・計画策定自体が目的化していないか ………16p

・人事異動期間が単年度であるが指針は ……17p

・職員の海外研修は ………………………………18p

９月１６日　霧降の宮
切久保諏訪神社の例大祭が開かれ、
神事「七道祭と尾花踊り」を奉納。

９月１６日　霧降の宮
切久保諏訪神社の例大祭が開かれ、
神事「七道祭と尾花踊り」を奉納。

きりふりきりふり

しちどうさいしちどうさい

あ

と

が

き

受け継ぐこと

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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平
成
の
中
頃
ま
で
、白
馬
の
秋
の

田
園
風
景
は
、多
く
の
農
家
の
人
た

ち
の
稲
刈
り
を
す
る
姿
で
し
た
。

近
年
は
荒
廃
農
地
が
目
立
ち
、

農
道
や
水
路
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
状
態
で
す
。

現
在
北
城
南
部
に
お
い
て
、
荒

廃
農
地
解
消
を
図
る
た
め
の
、ほ

場
区
画
整
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
土
地
利
用
型
農
業
へ
の

転
換
が
進
む
と
と
も
に
耕
作
放
棄

地
の
解
消
、担
い
手
へ
の
農
地
集

積
集
約
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
令

和
２
年
よ
り
４
年
間
に
わ
た
り
、

県
に
よ
る
ほ
場
整
備
事
業
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、農
業
と
観

光
の
街
、白
馬
に
ふ
さ
わ
し
い
姿

で
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
素
晴
ら
し
い
ほ
場
と
景
観
が
出

来
上
が
る
で
し
ょ
う
。

（
太
田
　
正
治
）

■
議
会
報
調
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編
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長
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長
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太
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子

稲刈り真っ最中

この文章を書いている今、我が家
は稲刈り真っ最中です。
私は13年前に米つくり農家の夫と
結婚しました。横浜で生まれ育ち農
業なんてやったこともなくて、結婚
前は、田植えが終わったら稲刈りま
で何もしなくても稲は育つと思って
いました。
夫に「田んぼは3町歩作っているん
だよ。」と言われてもその広さがわか
らず、農家はどこもこの位は作って
いるのだろうとしか思いませんでし
た。でも結婚後農業を手伝うように
なると、田んぼは、他の農家よりたく
さん作っていること。稲は、種蒔きか
ら田植え、稲刈りの間に色々な農作
業があって、お米を作るのは本当に
大変なんだということがわかりまし
た。
夫に「鎌使い上手くなったな！」と
言われなんだかうれしくて、今年も
新米が楽しみです！

高校を卒業してから10年間上京を
していました。この頃はとにかく田
舎が嫌で都会に憧れていた私は、当
然一度上京をして戻ることは考えま
せんでした。
しかし結果的に地元へと戻る事に。
家業である宿を継ぐため、あれほど嫌
だった地元に自ら進んで帰ってきた
のです。人間10年も経ち社会に出ると
考え方も変わるようで、自分で宿を経
営する事が如何に凄いか、少しずつ身
に染みてきました。そういう思いから
両親の始めた宿を残したいと、白馬へ
戻ることを決意したのです。
帰ってみると他にも感じる事があ
り、昔は嫌だった白馬の自然がとても
美しく思え、こんな環境で育った自分
は幸せだったのだなと、今更分かった
のです。きっと地元を一度出たからこ
そわかることでもあると思います。
私は、これからも白馬村の自然の
中で、家族と共に家業を守っていき
たいと思います。

冬のスキーシーズンが終わり、白
馬の5月から10月までの時期はサイ
クリングには最高の季節です。毎日
色が変わる山岳風景と田園風景に囲
まれてのサイクリングは、爽快で身
体の健康、心の健康に最適だと思い
ます。
私は中学生の頃から通学、通勤、旅
行などで長く自転車を利用していま
したのでどうやら今でも結構健脚の
ようです。現在69歳になり、今でも自
転車（ロードバイクやマウンテンバ
イク）を健康維持と趣味の両方で利
用しています。自転車は身体に優し
く、特にサイクリングで痛める身体
の部分もないのでとてもお勧めです。
近年、村内を通過する自転車がと
ても目立つようになりました。白馬
の素晴らしい山岳風景の中を沢山の
人に恒久的に楽しんでいただくため、
専用の設備をさらに充実していただ
きたいと思います。

深空　郷津　奈々山麓　荻原　主 みそら野　福島　哲
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